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文
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調
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４
　
調
査
担
当
者
　
西
口
圭
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・
鈴
木
敬
二

・
海
邊
博
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５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衡
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
１

一
〇
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柴
遺
跡
は
丹
波
国
と
但
馬
国
の
境
で
あ
る
遠
阪
峠
の
但
馬
国
側
の
麓
に
あ
る
。

遺
跡
は
南
面
す
る
山
裾
の
狭
い
谷
中
に
あ
り
、
谷
が
埋
没
し
安
定
し
て
ゆ
く
な

か
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
調
査
は
北
近
畿
豊
岡
自
動
車

道
の
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る

調
査
地
点
の
南
側
に
は
近
世
の

山
陰
道

（現
国
道
四
二
七
号
）
が

走
っ
て
お
り
、
古
代
か
ら
中
世

の
山
陰
道
に
つ
い
て
も
近
隣
に

推
定
で
き
る
地
点
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
人
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
に
か
け
て
の
遺
構

・
遺
物
を
検
出
し
た
。
遺
構
は
比
較
的
地
盤
が
安

定
し
て
い
る
山
裾
よ
り
に
集
中
し
て
お
り
、
遺
物
は
主
に
そ
の
前
面
の
湿
地
堆

積
土
中
に
投
棄
も
し
く
は
流
入
し
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

遺
構

・
遺
物
包
含
層
は
上
下
三
層
に
大
別
さ
れ
、
上
層
は

一
〇
世
紀
、
下
層

は
主
と
し
て
入
世
紀
か
ら
九
世
紀
前
半
の
時
期
が
与
え
ら
れ
る
。

上
層
で
は
、
整
地
層
と
水
田
畦
畔
の
芯
材
と
考
え
ら
れ
る
木
組
み
が
検
出
さ

れ
て
い
る
が
建
物
な
ど
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

下
層
で
は
、
掘
立
柱
建
物
八
棟

・
井
戸

一
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は

い
ず
れ
も
二
間
×
三
間
程
度
の
小
規
模
の
も
の
で
あ
る
。

遺
物
は
今
回
報
告
す
る
木
簡
の
ほ
か
、
馬
形
が
主
体
と
な
る
木
製
祭
祀
具

。

神
功
開
宝

・
緑
釉
陶
器

。
墨
書
土
器

・
金
属
器
を
模
倣
し
た
と
さ
れ
る
稜
椀

・

多
量
の
転
用
硯
な
ど
官
衛
的
色
彩
を
も
つ
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
遺
物
は
人

世
紀
初
頭
―
八
世
紀
前
半
、
及
び
九
世
紀
後
半
の
時
期
の
も
の
を
ご
く
少
量
含

む
が
、
人
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
と

一
〇
世
紀
の
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

今
回
報
告
す
る
木
簡
の
う
ち
、
い
は
掘
立
柱
建
物

一
の
南
東
端
の
柱
抜
取
穴

か
ら
出
土
し
た
。
②
①
は
下
層
の
遺
物
包
含
層
、
呪
符
木
簡
三
点
ω
⑬
Ｏ
は
上

層
の
遺
物
包
含
層
よ
り
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

一
内
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＜
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物
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〕

②
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□
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日
日
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急
急
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律
令
」

「
＜
咄
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呈
口
Ｈ
Ｉ十
日
□
」

含
ｏ
ｏ
）
×
］
卜
×
『
　
ｏ
∞
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（
卜
〇
〇
）
×
釦
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ｏ
ヽ
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牌
ヽ
働
×

（
Ｐ
∞
）
×
⇔
　
ｏ
∞
］

Ｐ
ミ
槃
×
∞
⇔
×
卜
　
ｏ
∞
］

①
は
上
端
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
以
外
は
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
駅
家
運

営
の
た
め
に
駅
子
に
課
し
た
出
挙

（駅
稲
）
の
本
稲
分
の
返
納
に
つ
い
て
記
し

た
付
札
木
簡
で
あ
る
。
駅
子
委
文
部
豊
足
が
、
稲

一
〇
束
の
代
わ
り
に
稲
粗

一

石
で
返
納
し
て
い
る
。
こ
の
木
簡
は
、
本
稲
分
の
返
納
に
際
し
て
稲
粗
と
と
も

に
駅
家
へ
行
き
、
そ
の
周
辺
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。　
一
石
を

一
尺
と

書
く
用
例
は
、
紅
葉
山
文
庫
本

『令
義
解
』
賦
役
令
に

「
一
石
」
の
石
に
尺
の

註
が
あ
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
文
献
の
中
で
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
出
土



2000年 出土の木簡

文
字
資
料
で
は
初
め
て
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
本
木
簡
か
ら
所
在
が
考
え
ら
れ

る
駅
家
は
山
陰
道
粟
鹿
駅
家
で
あ
る
。
栗
鹿
駅
家
は
丹
波
国
側
か
ら
入
る
但
馬

国
最
初
の
駅
家
で
あ
る
。
粟
鹿
駅
家
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
柴
を
含

め
周
辺
に
お
い
て
数
説
あ
つ
た
が
、
本
木
簡
の
出
土
に
よ
つ
て
今
回
の
調
査
地

点
の
至
近
に
駅
館
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
。

②
は
千
支
と
日
付
を
併
記
し
て
い
る
。
文
書
木
簡
の
断
片
で
あ
ろ
う
。

０
は

『論
語
』
学
而
篇
を
表
裏
両
面
に
記
し
た
木
簡
で
あ
る
。
表
面
に
は
冒

頭
の
一
節
が
記
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
表
面
に
続
く
部
分
が
記
さ
れ
、
文
字

の
重
複
や
繰
返
し
が
な
く
、
習
書
と
は
考
え
難
い
。
複
数
の
木
簡
に
、
表

・

裏

・
表

・
裏
の
順
に

『論
語
』
学
而
篇
が
記
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
木
簡
は
上
下
端
を
破
損
し
て
い
る
が
、
両
面
の
文
字
の
配
列
か
ら
、

片
面
に
二
〇
―
二

一
文
字
が
記
さ
れ
、
文
字
部
分
だ
け
で
四
〇
ｃｍ
弱
、
全
長
は

そ
れ
以
上
の
長
さ
が
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

④
⑬
Ｏ
は
い
ず
れ
も
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
④
は
羽
子
板
状
の
形
状
を
も
つ
。

⑬
⑪
は
い
ず
れ
も
上
端
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読

。
内
容
の
検
討
に
あ
た
つ
て
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
平
川
南
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
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嗅
庫
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教
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委
員
会
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ょ
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圭
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）




